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２つの背景
①新型コロナウイルスによる影響

　　

・スマホの利用時間の増加

→　デジタル機器を使用している　　
時間を減らしたい

→　デジタルデトックスを実施し　　
たい
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　　　　＜図1：スマホ利用時間の変化＞

出典：株式会社国際電気通信基礎研究所 (ATR)(2021)



デジタルデトックスについて

◎デジタルデトックスとは

　デジタル機器から離れる時間のこと※1

※１「若者のデジタル機器への依存性の把握とデジタルデトックスの可能性の検討 」(久保、山本　他2019）

デジタル機器から受けるストレスを軽

減することができる
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②嗅覚の利用

・ゼミナールで嗅覚を使ったスメルハンティングという

調査を行ったことがある

・嗅覚は他の五感より感情や本能、記憶に働きかける

力が強いと言われている（橋本,2021）

中部山岳国立公園でスメルハンティングを用
いたエコツアーを提案したい

６



　　　2．調査
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・事前調査

高山市及び上高地周辺地域を①歴史②自
然③観光④産業の四項目に分けて基礎調
査を行った。

・分かったこと

河童橋周辺のみを観光する人が多い。

→川の変化や緑などもっと他の魅力を体験
してほしい。

　

①現地調査－上高地に着目

８

・現地調査

　2023年9月30日・10月1日

・考察

スメルハンティングによって上高

地の自然の魅力を全身で感じる

ことができ、河童橋はもちろん選

定したコースを歩くことでより身近

に自然に集中することができる

のではないか。



スメルハンティングのコースの選定　

　

・コース

「大正池」から「明神池」間の地域にある
ウォーキングコース

・選定理由

　ウォーキングコースを活用することに
より年齢を問わず幅広い層に気軽にス
メルハンティングを楽しんでもらえると考
えたため。

出典：Google Earth に加筆

９

大正池

田代池

田代橋

河童橋 明神橋

明神池



　

　

・9月30日(土)晴れ

「さわんどバスターミナル」からバスに乗
車。「大正池」で下車。そこから歩いて「上
高地バスターミナル」までのルートを調査。
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出典：Google Earth に加筆

・10月1日(日)雨

「さわんどバスターミナル」からバスに乗
車し「上高地バスターミナル」で下車。そ
こから歩いて明神橋を渡り明神池を見
て、別ルートで「上高地バスターミナル」ま
での道のりを調査。

上高地バスターミナル

田代橋

田代池

上高地バスターミナル

明神橋

明神池

大正池



②調査手法

スメルハンティングの方法

①接香、②近香、③中香、④遠香の4つの距離に分けて匂いを嗅ぎ、ワークシートに
記録していく。

①接香について

鼻を近づけて嗅ぐと分かる匂い。
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③中香について

少し離れたところで立ちのぼり、漂っ
てきて嗅ぐことができる匂い。

②近香について

近くを通りかかるとふわっと香って
くる匂い。

④遠香について

海の潮の香りや台風時の風など
気配のような匂い。

　

※国立・国定公園は指定植物の損傷の危険が　　
懸念されるため今回は活用しない。



【調査で使用したワークシート】 【調査風景】
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3．調査結果

13



　

①観光客の特徴

河童橋周辺

ファミリー層・外国人観光客・団体
客・若者

特徴：比較的軽装の観光客が多く、

河童橋からの景色を見たり周辺施

設を回ることを目的としている。非

常に混雑していた。
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ウォーキングコース周辺

高齢者・若者・外国人観光客・ファミ
リー層

特徴：ハイキングを目的とした団体や

歩くことを目的としている方が多い。

比較的に年齢層が高めであった。ま

た本 調 査で選 定したウォーキング

コースは、河童橋周辺ほど観光客は

見受けられなかった。



②調査場所の匂いの特徴

１，大正池

川の匂い中心。川辺に少ないながら草

木が生えていて、時折かすかな草木の

匂いと混ざった川の匂いを感じられる。

２，田代池・田代湿原

道中に水溜りが多くある。道が舗装さ

れていない土道なので雨で緩くなってい

た。しっとりとした土の匂い。湿地帯の匂

い。
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３，田代橋・穂高橋

梓川の匂いと生い茂る木々の緑の葉の

匂い、木の幹が水分を含み湿っぽい匂

いがした。

４，河童橋

橋を渡ると下からの川の匂いと同じ目

線にある緑の匂い、澄んだ空気の匂い

が混ざる。飲食店から食べ物のいいに

おいも漂ってくる。
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５，明神・明神橋

ここでは川の匂いとコケや草木の匂い
がした。川の流れが早いので交互に匂
いが入れ替わっていた。

６，明神池・穂高神社

コケの匂いがした。草木の匂いが充満し
ていた。池のため水の流れが少なく、同
じ匂いが持続的に感じ取れた。
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③現地調査「スメルハンティング」を終えて

・デジタルデトックスができ、普段活用

しない五感も刺激できる。

・スメルハンティングを実施すること

で、自然の中で細かな匂いの変化に

疑問を持つことができる。

・場所、環境、天候、気温により匂い

が変化していることが分かる。
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・河童橋に観光客が密集していた。

ウォーキングコースでスメルハンティ

ングをすることで河童橋以外の魅力を

掘り起こせる。

・このツアーは教育旅行でも活用が可

能である。



　　　4．提案
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①提案内容

・これらの調査から

→スメルハンティング調査に

よる探究を活用したエコツ

アーを提案する。

・スメルハンティングを用い

　たガイド付きのツアー

対象(人)：家族連れ

持ち物：スメルハンティングワー

クシート、筆記用具、双眼鏡、手

持ちサイズのルーペ

服装：動きやすい服装
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条件

①デジタルデトックスを実

施している為、電子機器の

利用禁止

②スメルハンティングワー

クシートの記入。

実施メリット

幼い頃から自然と深く関

わる事で、大人になった

際に自然との関わりの変

化や自然価値の重要性を

再認識することができる。
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②期待される効果

　

◎参加者にとっての効果

①デジタルデトックス

→高いリラックス効果

→家族の対話が増える

②記憶に残る

→匂いをもとに景色を記憶に残す

→「プルースト効果」によって再来訪時

に楽しさが増す

◎地域にとっての効果

・「子どもの頃の思い出の匂いをまた嗅ぎた

い」

→大人になってから再来訪

・匂いは季節や天気、時間や場所によって

異なる

→条件が違うときに再来訪
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プルースト効果とは

・定義

特定の香りが、ある一定の事象や記憶

と結びつく現象であり、香りと共に記憶

に深く刻み込まれる現象。

フランス人作家

マルセル・プルースト著書

『失われた時を求めて』の作中から

名付けられた名前

・仕組み

五感の中で嗅覚だけが大脳辺縁系
を直接刺激する。

「海馬」と言われる記憶を司る部位が
存在し、特定の匂いを嗅ぐことで海
馬部分が活性化する。
(大場、2020)
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5．課題

①ワークシートについて

ビジターセンター等にワ―クシート設置の
協力が得られるか確認が必要

②ツアーガイドについて

ガイドを付けることを想定しているが、
引き受けてくれる人の確保が必要
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